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来年４月から自己都合退職者の基本

手当の給付制限の扱いが変わります 

 

◆改正雇用保険法が成立 

 ５月 10 日、改正雇用保険法が成立し

ました。改正項目は、育児休業に関する

給付新設、教育訓練やリ・スキリング支

援の充実や雇用保険の適用拡大など、多

岐にわたります。 

◆自己都合退職者の基本手当の給付制限

はどう変わる？ 

 令和７年４月１日から、法改正により、

要件を満たす公共職業訓練等を受ける受

給資格者は給付制限なく基本手当を受給

できるようになります。 

 また通達の改正により、正当な理由の

ない自己都合離職者への基本手当の給付

制限期間が１カ月に短縮されます。ただ

し、短期で入退社を繰り返すのを防止す

るため、５年間で３回以上正当な理由の

ない自己都合退職を行った人の給付制限

期間は３カ月とされます。 

◆育児休業に関する新給付 

 令和７年４月１日から、育児休業に関

する２つの給付が創設されます。 

 出生後休業支援給付は、子の出生後間

もない期間に両親がともに 14 日以上育

児休業を取得した場合、休業開始前の賃

金の 13％が最大 28 日分、支給されま

す。 

 育児時短就業給付は、２歳未満の子の

養育のため所定労働時間を短縮して短時

間勤務を行う場合の賃金減額分の一部を

補助するもので、短時間勤務を開始する

前の賃金の約 10％が支給されます。 

◆雇用保険の適用拡大 

 令和 10 年 10 月１日から、「31 日以

上継続して雇用されることが見込まれ」

かつ「１週間の所定労働時間が 10 時間

以上」の労働者が雇用保険に加入するこ

ととなります。被保険者資格取得手続を

行う機会が大幅に増えるほか、基本手当

の受給や離職票の作成にも影響が及ぶた

め、今後の情報を注意深く確認する必要

があります。 

 

2025 年卒大学生の就職意識の動向 

 

株式会社マイナビが、2025 年卒大学

生の就職意識調査の結果を発表しました。

この調査は、学生の就職意識や就職活動

全 体 の 動 向 を 把 握 す る こ と を 目 的 に 、

1979 年卒より毎年実施されています。

調査結果の概要は以下のとおりです。 

◆就職観 

「楽しく働きたい」が 38.9％（前年

同値）で最多でした。増加幅が最も大き

かったのは「個人の生活と仕事を両立さ

せたい」で、前年比 1.7 ポイント増の

24.5％でした。プライベートも充実させ

ながら、無理なく働きたいという若者が

多いことがわかります。 

◆企業志向 

大手企業志向が 53.7％で前年比 4.8

ポイント増となり、３年ぶりに半数を超

えました。最も多かった回答は、「自分
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のやりたい仕事ができるのであれば大手

企業がよい」でした（43.9％）。やりた

い仕事ができるかどうか、という職種に

対する関心の高さがうかがえます。 

◆企業選択のポイント 

「安定している会社」が 49.9％で６

年連続最多となりました。「給料が良い

会社」も３年連続で増加（23.6％）しま

した。待遇や働く環境への安心感を求め

る傾向が読み取れます。 

◆行きたくない会社 

「ノルマがきつそうな会社」が 38.9％

で最多でした。また、「転勤が多い会社」

も４年連続で増加し、初めて３割を超え

ました。共働きが増える中で、ライフス

タイルの変更を余儀なくされる転勤への

抵抗感が高まっています。 

 

「仕事のリソース」の重要性  

 

働き方改革の流れの中で、仕事の質を

より重視する傾向がありますが、ある調

査研究からは、実は正規雇用と非正規雇

用とで、日本の労働者の「仕事の質」に

はあまり大きな違いがなく、大きく違う

のは「収入の質」だけということがわか

りました。 

さらに、性別や正社員・非正社員・パ

ート等の就業形態にかかわらず、多くの

労働者が過度な仕事の要求にさらされて

おり、質の高い仕事をするのには不十分

な「仕事のリソース」しか持っていない

という結果も示されました。 

●仕事の質を高めるもの 

この調査では、仕事の質を高めるもの

は、次のような「仕事のリソース」がそ

ろっていることであるとし、これらのす

べてが十分であることが必要だとしてい

ます。 

【裁量と学びの機会】 

仕事の順序・やり方の裁量がある。上

司や同僚から新しいことを学ぶ機会があ

る等。 

【良いマネジメント】 

業務に秩序・計画性がある。上司が親

切心と思いやりをもって接してくれる。

上司を信頼できる。上司や同僚から自分

の仕事へのフィードバック・アドバイス

を得る機会がある等。 

【良い人間関係】 

部署に、共に働こうという姿勢がある。

仕事に関連した情報の共有ができている。

新しいアイデアを考えたり実行に移すた

めに協力しあっている等。 

●高い要求の仕事にもへこたれない組織

をつくる 

やみくもに長時間労働を減らそうとし

ても効果はありません。長時間労働が生

まれる背景には、仕事のゴールが明確で

はない・業務の計画や段取りが不十分で

ある・必要なコミュニケーションが欠如

しているなど、「仕事のリソース」に関わ

る数々の問題が存在しています。 

負荷の高い仕事／高い要求の仕事にも

へこたれない組織・職場を作るためには、

「仕事のリソース」を整え、社員の健康

感、仕事満足度、メンタルヘルス、ワー

ク・エンゲイジメントを高めることが必

要です。 

一度、自社の仕事のリソースについて点

検してみてはいかがでしょうか？ 

 

カスハラ対策の義務化が検討  

 

厚生労働省は、労働施策総合推進法を

改正し、企業にカスタマーハラスメント

防止策を義務付ける検討に入りました。

対応マニュアルの策定や相談窓口の設置

など、従業員を保護するための対策が想

定されています。政府が６月にも取りま

とめる「骨太の方針」に対策の方向性が

盛り込まれ、労働政策審議会でカスハラ

の 定 義 な ど 慎

重 に 議 論 さ れ

る見通し で す 。 

 

  


